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１．はじめに． 

 三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測システムは３台の海底地震計を備え，その観測データによって，日

本海溝陸側斜面下のプレート境界で発生する地震の詳細な震源分布が解明されたばかりでなく（たとえば，迫田，

2003），同海域で発生する中小地震の震源過程の研究にも大きく貢献している（岡田，2003）．本システムは，さら

に２台の海底津波（圧力）計を備えており，そのデータはプレート境界域で発生する地震および津波の発生過程に

関する地震計とは独立な情報をもたらすものであるとともに，津波が沿岸に到達するより早く観測できることから，

津波防災の観点からも重要である．とくに，地震発生後間もなく津波が沿岸に到来するような近地地震の場合には，

沖合津波観測のリアルタイムデータは津波防災上きわめて貴重であり，そうした近地地震による津波を観測するこ

とが本システム設置の上での大きな目的の一つであった．しかしながら，1995 年の観測開始以来，M6 以下の地震

による津波は観測されておらず，周辺海域での地震活動が静穏であったこともあり，1998 年に発生した M6.3 の地

震による微小津波（Hino et al., 2000）が唯一の観測例であった．最近になって，昨年 9月 26 日の十勝沖地震（M7.7）

や 10 月 31 日の福島県沖の地震（M6.8）が発生するなど，日本海溝および千島海溝周辺でのプレート境界地震活動

が活発化する傾向にあり，それに伴って，本システムによる近地津波の観測事例が増えつつある．本講演では，こ

のシステムの海底津波計により観測された津波の波形記録の例を紹介しながら，沖合の深海底における津波観測の

特徴について報告する． 

 

２．高信頼度の波形 

 沖合における観測で得られる津波波形は，津波波源の情報をほぼ直接反映したものと考えられ，実際，本シ

ステムで観測された津波波形データがプレート境界地震の震源決定精度向上や，地震時すべりの空間分布の高精度

な推定にきわめて有効であることが実証されつつある（Hino et al., 2000; Tanioka et al., 2003）．このことは，

視点を変えると，本システムで得られるような沖合の津波観測データに幾何減衰などの経路の影響および沿岸地形

の影響を convolve することによって，沿岸での津波波形を高精度で予測することが可能であるということを意味

する．津波を生じる地震の中には，いわゆる「津波地震」のように地震学的なデータからだけではその津波の大き

さを正確に推定することが困難なものもあり，高信頼度で津波波高を予測するためには，地震観測データに津波観

測データを加味することが必須である． 

 

３．到達時刻 

 津波計が津波波源と沿岸の間に位置する場合には，津波計によって沿岸より早く津波が検知されるのは当然

のことである．一方，多くの津波を伴う地震が海溝の近傍で発生することと，水深の深い海溝が津波伝播速度の高

速度域となるために，津波計が震源直近の海岸よりも遠くにあったとしても，深海域に設置されている津波計が津

波の到来を沿岸よりかなり早く検知することはあり得る．2003 年 10 月 31 日に福島県沖で発生した地震に伴う津

波がその良い例であり，三陸沖に設置された本システムの津波計で得られた記録を，震源により近い宮城県の鮎川

で得られた検潮記録と比較すると，鮎川への津波到達時刻よりおよそ 20 分早く海底津波計によってこの津波が明

瞭に捉えられている． 

 

４．まとめ 

 以上のように，釜石沖光ケーブル式海底地震・津波観測システムによって捉えられた近地地震による津波の

波形データが示す特徴は，このシステムによって得られるリアルタイムの沖合津波観測データが津波防災上有効で

あることを実証している． 


